
 
  

ロ
ー
タ
リ
ー
理
解
推
進
月
間 

於 

料
理
旅
館 

わ
た
な
べ 

平
成
２０
年
１
月
１７
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
な
さ
ま
今
晩
は
。
今
夜
は
親
睦
委

員
会
の
皆
さ
ん
が
す
ば
ら
し
い
夜
間
例

会
を
企
画
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど

奏
で
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
尺
八
と
琴

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ば
ら
し
か

っ
た
で
す
ね
。
日
本
の
伝
統
音
楽
と
い

う
も
の
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

会
員 

69
名 

 
 

 
 

出
席
計
算
数 

63
名
中
46
名
出
席 

出
席
率
73
・
02
％ 

前
々
回
出
席
率

100
・
00
％  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
手
に
手
つ
な
い
で
」 

指 
揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ニ
カ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

親
睦
活
動
の
み
な
さ
ん
、
今
日
は
宜
し

く
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

堀
江 

英
弥
・
前
田 

隆
久 

湯
山 

淳
三
・
横
内 

 

恭 

尾
上 

 

昇
・
杉
本 

英
夫 

飯
田 

昭
夫 

 
 

 
 

 
 

今
夜
は
年
始
め
の
夜
間
例
会
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。 加

藤 

正
樹
・
岡
部 

快
圓 

堀
田 

泰
造
・
近
藤
宏
一
郎 

誕
生
月
で
す
。 

長
野 

 

弘
・
内
藤 

 

明 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

横
井 

 

衞 

本
日
は
、
わ
た
な
べ
を
ご
利
用
下
さ
い

ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

渡
辺 

剛
男 

会

長

挨

拶 
 

 
 

 

会
長 

堀
江 

英
弥 

早
い
も
の
で
今
日
は
１
月
１７
日
、

｢

松
の
内｣

も
終
り
、
日
常
の
慌
た
だ
し

い
日
々
に
引
き
戻
さ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、｢

松
の
内｣

は
い
つ
ま
で
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
１

月
７
日
ま
で
を
言
う
よ
う
で
す
が
、
本

来
は
一
日
を
大
正
月
と
言
い
、
小
正
月

の
１
月
１５
日
ま
で
を｢

松
の
内｣

と
い

う
の
で
す
。｢

松
の
内｣

は
新
年
に
、
歳

の
神
様
を
迎
え
る
た
め
の
道
し
る
べ
と

し
て
、
門
松
が
家
々
に
置
か
れ
、
門
松

を
飾
っ
て
置
く
間
を｢

松
の
内｣

と
い
う

訳
で
す
。 

          

 

日
本
で
は
ク
ロ
マ
ツ
と
ア
カ
マ
ツ
が 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
が
、
松
に
は
百
数
十

種
類
が
あ
り
、
常
緑
樹
で
寒
い
冬
で
も

青
々
と
葉
を
茂
ら
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

若
さ
・
不
老
長
寿
と
し
て
め
で
た
い
樹

と
さ
れ
、
日
本
文
化
の
歌
舞
伎
・
能
・

箏
曲
で
老
松
・
松
風
・
松
の
緑
な
ど
演

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
夜
は
、
松
に
ま
つ
わ
る
話
で
挨
拶

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新

春

夜

間

例

会 

                     

◇
尺
八
・
お
琴 

演
奏 

 

曲 

目 
 

春

の

海 

壹

越
（い
ち
こ
つ
） 

う

た

た

寝 

出 

演 

者 

 

水

川 
 

寿

也 

様 

 

筒

井 
 

詠

子 

様 

 

若

林 
 

陽

子 

様 

 

堀
田 

真
由
美 

様 
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承  認／１９８５年２月１２日    例 会 日／木曜日１２：３０～  

例会場／名古屋東急ホテル 

会  長／堀江 英弥    幹  事／前田 隆久  

事務局／460-0008 名古屋市中区栄４丁目６番５号 丸越ビル ６Ｆ   

電 話／（052）251-0181   FAX／（052）251-0337 

ＵＲＬ／http://www.nagoya-osu.org  Email／office@nagoya-osu.org 

2007-2008 RI Presidents 

Wilfrid J. Wilkinson 

第 

 

 

 

 １１４８

回

例

会
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◇
親
睦
活
動
委
員
長
挨
拶 

吉
田 

憲
一
さ
ん
（
写
真
右
上
） 

◇
新
入
会
員
挨
拶 

石
黒 

正
城
さ
ん
（
写
真
右
下
） 

鈴
木 

基
仁
さ
ん
（
写
真
左
上
） 

◇
事
務
局
新
任
者
挨
拶 

原
田 

菜
穂
さ
ん
（
写
真
左
下
） 

               

                       

０８
～
０９
年
度 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
テ
ー
マ
決
定 

         

子
供
た
ち
の
「
夢
を
か
た
ち
に
」
と
、 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
呼
び
か
け
る 

李
東
建
会
長
エ
レ
ク
ト 

           

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

 

08
年
1
月
14
日   

  

例

会

変

更 

１
月
３０
日
（
水
） 

第
一
部 

午
前
９
時
～ 

「
分
か
ち
あ
い
の
心
と
勇
気
」 

第
二
部 

午
前
１１
時
４５
分
～ 

「
分
か
ち
あ
い
の
心
と
、 

安
心
、
安
全
な
町
づ
く
り
」 

於 : 

名
古
屋
市
立
大
須
小
学
校 

大
須
商
店
街 

 

広
報
委
員
会 

 

内
藤 

 

明 

・ 

近
藤
宏
一
郎 

小
島 

雅
尚 

・ 

杉
浦 

令
淑 

犬
飼 

芳
雄 

・ 

長
野 

 

弘 

１
月
31
日
（
木
） 

例
会
の
ご
案
内 

水 川  寿 也 

 （みずかわ としや）  

 

 

１９７７年 都山流尺八を岡田諦山に師事。 

１９８０年 香川現代邦楽研究会に参加 

１９８１年 日本音楽集団入団 

１９８２年 ＮＨＫ邦楽技能者育成会２８期卒 

１９９２年 三橋貴風のラテンバンド「バンボーナ」に参加 

１９９７年 ギター福田進一氏とデュオコンサート 

２０００年 宮城会筝曲コンクール作曲部門入賞 

２００１年 大日本家庭音楽出版より作品出版、また作品集「碧の

伝説」を発売。全日空国際線国内線の音楽チャンネル

で作品「リープ」が流される。 

現代邦楽作曲家連盟会員／昭和音楽大学非常勤講師

ＮＨＫ「歌謡コンサート」で羽田健太郎、柴田はつみ と共演「ジ

ャズ りんご追分」を演奏。2004 年サントリー「伊右衛門」ＴＶコマー

シャル録音、現代邦楽作曲家連盟会員。「細川たかし」尺八奏

者として、２００２年紅白歌合戦に出演等、出演多数。 

作品集２「大河の響き」、作品集３「残光の彼方へ」発売 

プ

ロ
フ

ィ

ー

ル

 
 

 
 

 
 

 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
） 

～ 乾 杯 ～ 

筒 井  詠 子 

 （つつい えいこ） 

 

 

１９６３年 生田流筝曲を故三木子（祖母）に学ぶ 

１９６８年 地唄三絃を祖母に学ぶ 

１９７０年 故司業横井みつゑ師に師事 

１９８５年 三つ音会を主宰 

１９９１年 名古屋市主催 白鳥庭園での会で演奏。以後毎年演奏 

１９９２年 芸術奨励賞受賞者、今井検校勉に師事 

１９９４年 小学生、中学生による三つ音会ジュニアを結成 

２０００年 文化交流親善公演に参加し、中国のウルチム人民芸

術劇場にて演奏 

２００１年 ＮＨＫラジオ「邦楽のひととき」に出演、地唄物で花柳流

日舞の地方をつとめる 国際交流基金の依頼による 

親善公演で、チェコ・ハンガリー・デンマークで演奏 

第１回三つ音会コンサート開催 以後隔年にて開催 

２００４年 名古屋能楽堂での初リサイタルを行う 

現在、名古屋を中心に古典から現代曲、邦楽合奏では洋楽器

とのアンサンブル、ライブコンサートなどの演奏活動を展開中。 


